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一
、
私
た
ち
川
上
は
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
産
業
を
育
ん

　
　
で
山
と
水
を
守
り
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
を
築

　
　
き
ま
す
。

１月31日現在

人口総数 1,194人 （＋6人）

　 男 568人 （±0人）

　 女 626人 （＋6人）

世 帯 数 720世帯 （＋3世帯）

１月中の異動

転　入　8人　　転　出　2人

出　生　2人　　死　亡　2人

川
上
宣
言
は
全
部
で
５
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

毎
号
１
項
目
ず
つ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（

）
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ム
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　節
分
の
日
、
鬼
に
見
立
て
た
災
害
や
病

を
屋
外
へ
追
い
払
う
た
め
、
鬼
の
目
を
射

る
「
煎
り
豆
」
を
撒
き
、
門
戸
に
飾
っ
た

柊
と
鰯
の
ト
ゲ
と
臭
い
で
鬼
の
侵
入
を
防

ぐ
。
間
違
っ
て
玄
関
の
内
側
に
柊
と
鰯
を

飾
っ
て
し
ま
う
と
、
出
る
に
出
ら
れ
な
く

な
っ
た
鬼
が
玄
関
で
右
往
左
往
す
る
の
で

非
常
に
危
険
だ
。

　鬼
も
嫌
う
ト
ゲ
を
持
つ
ヒ
イ
ラ
ギ
は
、

「
触
る
と
疼
く
木
」
が
語
源
と
な
っ
て
お

り
、
葉
の
ト
ゲ
が
鬼
の
目
を
刺
し
て
退
散

さ
せ
る
こ
と
か
ら
「
鬼
の
目
突
き
」（
川

上
村
で
は
メ
ツ
キ
バ
ラ
）
の
別
名
を
持
つ
。

ヒ
イ
ラ
ギ
は
成
長
が
遅
く
、
草
食
動
物
の

影
響
を
受
け
る
樹
高
で
は
葉
に
ト
ゲ
を
持

た
せ
て
身
を
守
り
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る

高
さ
に
達
し
た
老
木
の
葉
は
丸
く
な
る
。

季
節
の
風
習
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
暮
ら

し
を
築
く
こ
と
で
、
ヒ
イ
ラ
ギ
の
よ
う
に

ト
ゲ
が
落
と
せ
る
平
穏
な
日
々
に
つ
な
げ

た
い
。

ヒ
イ
ラ
ギ

若者の新たな門出を祝福！
はたちを祝う会……２P

ひ
ひ
ら



弓
ゆば

場 有
ゆ

希
き

子
こ

 さん 平
ひらお

尾 仁
にいな

奈 さん 中
なかむら

村 恵
めぐみ

弥 さん

菅
すが

 隼
はやと

人 さん 中
なかひら

平 叶
かなた

太 さん 馬
ばば

場 陽
はると

大 さん 下
しもい

井 柚
ゆづき

月 さん

　

１
月
13
日
（
月
・
祝
）、
ホ
テ
ル
杉

の
湯
に
て
、
令
和
６
年
度
川
上
村
は
た

ち
を
祝
う
会
が
執
り
行
わ
れ
、
７
名
の

「
は
た
ち
」
を
迎
え
る
若
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
来
賓
や
恩
師
、
家
族
に
見
守

ら
れ
る
中
、
若
者
た
ち
は
晴
れ
着
に
身

を
包
み
、
新
た
な
門
出
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
中
学
校
時
代
の
生
徒
会

副
会
長
の
中
村
恵
弥
さ
ん
が
代
表
し
て

誓
い
の
言
葉
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
を
は
じ
め
と

す
る
方
々
へ
の
感
謝
や
こ
れ
か
ら
の
抱

負
を
力
強
く
立
派
に
誓
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
お
祝
い
の
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
若
者
た
ち
は
近
況
報
告

と
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
つ
い
て
、
た
く

さ
ん
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
時
代
の
恩
師
で

あ
る
柳
井
先
生
、
山
田
先
生
、
奥
村
先

生
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
、
佐
々
岡
先
生

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
頃
の
懐
か
し

い
思
い
出
話
に
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に

し
な
が
ら
も
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
笑

顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
将
来
は
育
っ
て
き
た
川
上
村
で
仕
事

に
就
き
た
い
と
話
す
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
先
、長
い
人
生
を
歩
む
中
で
、

活
躍
の
場
は
違
え
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

を
掴
み
、
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　

はたちを祝う会はたちを祝う会
社会の一員としての抱負と、これまでの感謝

　
教
育
委
員
会
で
は
、
村
民
の
趣
味
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
、
住

民
同
士
の
交
流
を
目
的
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
生
涯
学
習
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
公
民
館
な

ど
に
匠
の
聚
の
芸
術
作
家
が
講
師
と
し

て
出
向
き
、
区
民
を
対
象
に
制
作
体
験

を
行
う
出
張
教
室
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
２
地
区
か
ら
要
望
を
受

け
白
屋
公
民
館
で
鈴
木
雄
一
郎
・
智
子

先
生
に
よ
る
ミ
ニ
植
木
鉢
づ
く
り
教

室
、
高
原
多
目
的
集
会
所
で
岸
上
ゆ
か

先
生
に
よ
る
絵
手
紙
づ
く
り
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
村
民
の
方
は
、
真
剣
に
作

品
制
作
に
取
り
組
み
、
完
成
後
は
講
師

の
先
生
方
と
作
品
に
つ
い
て
楽
し
く
話

を
し
て
い
ま
し
た
。

匠
の
聚
芸
術
家
が
ゆ
く
！

　
　
　
出
張
生
涯
学
習
教
室

「はたち」を迎え、立派な姿を見せてくれました

世界に一つだけのミニ植木鉢が完成
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１
月
６
日
（
月
）、
や
ま
ぶ
き
ホ
ー

ル
に
て
、
川
上
村
消
防
団
出
初
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
栗
山
秀
夫
団
長
の
指

揮
の
も
と
、
消
防
団
員
１
０
０
名
・
消

防
車
両
15
台
が
集
合
集
結
し
ま
し
た
。

　

栗
山
団
長
は
訓
示
で
、「
昨
年
は
大

き
な
台
風
が
接
近
し
た
が
、
幸
い
に
も

被
害
は
な
か
っ
た
。
消
防
団
員
は
い
つ

い
か
な
る
場
合
に
も
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
訓

練
・
啓
発
を
通
し
て
、
地
域
の
安
全
に

尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
団
員
に
対

し
日
頃
の
感
謝
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
優
良
消
防
団
員
に
対
し
、
村
長
・
団

長
か
ら
の
表
彰
、
吉
野
警
察
署
長
か
ら

感
謝
状
の
贈
呈
、ま
た
、同
19
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
奈
良
県
消
防
協
会
連
合

出
初
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
11
月
29
日
（
金
）
に

執
り
行
わ
れ
た
「
自
治
体
消
防
75
周
年

記
念
式
典
」
に
て
、
天
皇
陛
下
ご
臨
席

の
も
と
、
栗
山
団
長
が
自
治
体
消
防
功

表
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

◆
村
消
防
団
出
初
式

《
村
長
表
彰
》

第
２
分
団　
班
長　
　
　
橋
本　
和
浩

第
８
分
団　
団
員　
　
　
下
西　
洋
三

第
４
分
団　
団
員　
　
　
亀
井　
裕
二

第
５
分
団　
団
員　
　
　
田
野　
雄
大

《
団
長
表
彰
》

第
５
分
団　
副
分
団
長　
青
柿　
仁
士

第
１
分
団　
団
員　
　
　
竹
中　
雅
幸

第
７
分
団　
団
員　
　
　
菅　
　
義
浩

第
３
分
団　
団
員　
　
　
加　
　
　
満

《
警
察
署
長
感
謝
状
》

第
６
分
団　
分
団
長　
　
松
本　
隆
昭

第
３
分
団　
部
長　
　
　
上
村　
克
己

◆
吉
野
支
部
連
合
出
初
式

《
知
事
表
彰
》

第
５
分
団　
部
長　
　
　
玉
井　
　
勝

第
１
分
団　
団
員　
　
　
久
保　
金
也

《
協
会
長
表
彰
》

第
３
分
団　
団
員　
　
　
新
宅　
　
晃

本
部　
　
　
団
員　
　
　
辰
巳　
龍
三

《
支
部
長
表
彰
》

第
６
分
団　
班
長　
　
　
横
堀　
寛
人

第
７
分
団　
団
員　
　
　
大
石　
篤
史

第
２
分
団　
団
員　
　
　
安
田　
芳
裕

本
部　
　
　
団
員　
　
　
栗
山　
貴
大

労
者
と
し
て
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
よ

り
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
２
年
ぶ
り
と
な

る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
し

雨
が
降
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
指

揮
者
の
号
令
の
も
と
一
斉
に
放
水
が
始

ま
り
、
新
春
を
飾
る
素
晴
ら
し
い
出
初

式
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

令
和
７
年
川
上
村
消
防
団
出
初
式

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
川
上
村
が

推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
方
々
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
か
ら
被
害
者

を
救
済
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
６
月
と
12
月
に
は
、
人
権
相

談
所
も
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、

森
口
源
次
氏
が
任
期
満
了
、
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
７

年
１
月
１
日
か
ら
朝
町
葉
子
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

橋は
し
も
と本 

し
ま
子こ 

氏

朝あ
さ
ま
ち町 

葉よ
う
こ子 

氏

人
権
擁
護
委
員
の

人
権
擁
護
委
員
の

皆
さ
ま
で
す

皆
さ
ま
で
す

川
上
村
人
権
擁
護
委
員

団員の機敏な動作に 表彰を受ける優良消防団員拍手が起こりました
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大　
字

氏　
名

備　
考

東　
川

上
平　
賢
次

西　
河

高
貝　
忠
明

副
会
長

大　
滝

辰
巳　
八
郎

会　
長

白　
屋

亀
本
東
洋
和

理　
事

寺　
尾

伊
藤　
宗
寬

北
塩
谷

大
西　
一
男

理　
事

迫

栗
山　
秀
夫

理　
事

宮
の
平

上
垣　
　
功

副
会
長

高　
原

井
筒　
大
勝

人　
知

福
嶋　
健
二

井　
戸

加
藤　
理
恵

武　
木

松
井　
　
壽

井　
光

加
藤　
政
博

理　
事

下
多
古

玉
井　
龍
一

白
川
渡

松
本　
隆
昭

枌　
尾

春
増　
公
文

副
会
長

中　
奥

㔟
渡　
正
丈

瀬　
戸

山
本　
　
强

理　
事

北
和
田

上
林　
哲
士

神
之
谷

諏
訪
久
美
子

上
多
古

栢
本　
仁
美

理　
事

柏　
木

嶋
岡　
慶
道

上　
谷

中
谷
千
鶴
子

大　
迫

土
井　
一
成

伯
母
谷

山
本　
逸
朗

入
之
波

中
平　
寛
司

新新 新新 新新

　

１
月
27
日
（
月
）、
役
場
第
１
会
議

室
に
て
、
令
和
７
年
区
長
会
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
10
年
以
上
の
永
き

に
わ
た
り
区
長
を
努
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
谷
千
鶴
子
区
長
（
上
谷
）
に
対

し
、
泉
谷
村
長
か
ら
永
年
区
長
特
別
表

彰
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
区
長
と
し
て
７
名
の
区
長

が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

区
長
会
長
に
は
、
４
年
間
（
２
期
）
務

め
て
い
た
だ
い
た
山
本
强
区
長（
瀬
戸
）

が
退
任
さ
れ
、辰
巳
八
郎
区
長
（
大
滝
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
区
長
の
名
簿
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
今
年
１
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

１
月
14
日
（
火
）、
大
阪
工
業
大
学

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
同
大
学
情
報

メ
デ
ィ
ア
学
科
３
年
生
が
制
作
し
た

「
川
上
村
Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
優
秀

作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
と
同
大
学
は
、平
成
22
年
に「
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
お
り
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

映
像
や
音
声
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
駆
使
し
、
村
の

観
光
や
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
作
品
を

制
作
す
る
も
の
で
す
。
若
者
の
感
性
を

地
域
活
性
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
課
題
解
決
型
学
習
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、今
年
度
で
13
回
目
を
数
え
ま
す
。

　
今
回
は
全
85
作
品
と
い
う
多
数
の
応

募
が
あ
り
、
実
際
に
村
を
訪
れ
て
撮
影

し
、
制
作
さ
れ
た
作
品
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
５
作
品
を

制
作
し
た
学
生
に
対
し
、
泉
谷
村
長
か

ら
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

川
上
村

大
阪
工
業
大
学
に
よ
る

優
秀
作
品
表
彰
式

新

区
長
会
総
会

７
名
の
新
区
長
が
就
任

を
開
催

就任の挨拶をされる辰巳新区長会長

今回も数多くの学生が応募してくれました

受賞者の皆さんと金賞作品
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１
月
２
日
（
木
）
か
ら
６
日
（
月
）

ま
で
、
長
野
県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
に

て
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
、
か
わ
か
み

源
流
学
園
７・
８
年
生
10
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
ス
キ
ー
未
経
験
者
の
生
徒
が

多
い
年
で
し
た
が
、
現
地
で
は
年
末
か

ら
充
分
な
雪
が
降
り
、
ゲ
レ
ン
デ
は
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、
こ
け
る
こ
と
を
恐

れ
ず
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
頂
上
に
あ
る
栂
の
森

ゲ
レ
ン
デ
か
ら
の
滑
走
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、「
絶
対
無
理
」「
止
ま
れ
な
い
～
」

な
ど
絶
叫
し
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
無

事
に
滑
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ブ
だ
ら
け
の
コ
ー
ス
や
小

さ
い
ジ
ャ
ン
プ
台
な
ど
障
害
物
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
連
携
事
業
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

等
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
社
会
的
模

範
や
人
格
形
成
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

新
雪
で
ふ
か
ふ
か
の

７
・
８
年
生　

ス
キ
ー
教
室

銀
世
界
を
滑
走
！

　今回は、認知症の人がその人らしく、自分がしたいことを自分で選択できる関わり方について
お伝えします。

「共に生き　ともに歩もう　認知症」～シリーズ～

【問い合わせ先】健康福祉課　℡５２－０１１１

　『認知症』と診断された途端、今までできていたことを周囲から制限され、ストレスや生きづ
らさを抱える人はとても多いです。「火事になるから料理はしなくていい」「ケガをするから外に
でなくていい」。そうやって周囲が先回りすることで、本来自分でできることもどんどん奪われ
ていく。そして、自分の意志とは異なる生活を余儀なくされた結果、自信を失い、自発性が封じ
込められたり、自分らしく生きることをあきらめたりする当事者がたくさんいます。

役割を担えることなのです。それはつまり、認知症であって
もなくても、地域に生きる１人の人として、ごく当たり前に
生きることにほかならないのです。川上村でも、年齢にかか
わらず、村民一人ひとりが認知症を自分ごととして理解し、
自分自身や家族が認知症であることを周囲に伝え、自分らし
い暮らしを続けていくためにはどのようなことができるか、
皆さんとともに考えていきましょう。

　ですが、誰かのために何かをすることで、自分の価値を再認識できたり、自分はここにいても
いいんだと思える機会になったりします。
　大切なことは、社会や仲間とのつながりが切れないこと。また、自分が望めば、その人なりの

初めて乗るリフトに大苦戦！

大満足の３日間でした！
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］

　

村
内
の
空
き
家
の
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
の
調
査
で
は
、
村
全
体
で

３
７
７
件
の
空
き
家
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
認
さ
れ
た
空
き
家
の
う
ち
、
状
態

の
よ
い
空
き
家
は
「
賃
貸
」
や
「
売
買
」

を
通
じ
て
活
用
に
至
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
傷
み
が
激
し
い
空
き
家

は
、
持
ち
主
（
相
続
人
を
含
む
）
へ
の

お
知
ら
せ
や
解
体
の
依
頼
を
通
じ
て
、

令
和
３
年
以
降
12
棟
の
解
体
が
進
み
、

補
助
金
と
し
て
村
が
解
体
を
支
援
し
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
昨
年
の
10
月
に
は
、
村
内

で
空
き
家
の
倒
壊
が
起
こ
り
ま
し
た
。

所
有
者
の
相
続
人
の
方
と
解
体
に
向
け

た
調
整
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
の
で
き

事
で
し
た
。
最
終
的
に
解
体
に
至
り
ま

し
た
が
、
相
続
人
の
方
は
空
き
家
を
相

続
し
た
事
実
も
知
ら
ず
、
突
然
の
相
続

人
で
あ
る
事
実
を
知
り
、
解
体
交
渉
・

倒
壊
な
ど
、
気
持
ち
の
整
理
や
費
用
面

を
含
め
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
空
き
家
の
管
理
は
持
ち
主
の
責
任
で

す
が
、
関
心
が
な
い
人
や
、
相
続
の
事

実
を
知
ら
ず
に
、
そ
も
そ
も
持
ち
主
で

あ
る
認
識
が
な
い
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

役
場
の
移
住
定
住

役
場
の
移
住
定
住

　
　
　

＆
空
き
家
対
策

　
　
　

＆
空
き
家
対
策

～
シ
リ
ー
ズ
～

②②

　
１
月
号
か
ら
３
か
月
に
わ
た
り
、
移
住
定
住
＆
空
き
家
に
関
す
る
「
村

の
取
り
組
み
」
と
「
理
由
」
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
第
２
回
は
空
き

家
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

①
「
調
査
」
…
村
の
空
き
家
の

状
況
を
定
期
的
に
調
査
。

②
「
活
用
」
…
空
き
家
を
貸
し

た
い
人
、
借
り
た
い
人
を
つ
な

げ
る
お
手
伝
い
（
空
き
家
バ
ン

ク
の
運
営
）。

③
「
管
理
の
お
願
い
」
…
調
査

に
も
と
づ
き
、
危
険
な
空
き
家

を
認
定
し
、
持
ち
主
の
調
査
や

情
報
提
供
、
管
理
・
解
体
の
依

頼
。

④
「
補
助
金
」
…
空
き
家
の
持

ち
主
が
負
担
す
る
解
体
費
用
の

一
部
を
補
助
。

⑤
「
相
談
会
の
開
催
」
…
所
有

し
て
い
る
家
の
不
安
ご
と
の
相

談
に
対
応
。

※
今
後
、
空
き
家
の
改
善
に
向

け
、
さ
ら
に
踏
込
ん
だ
対
応

や
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
を

踏
ま
え
た
対
策
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
家
は
個
人
の
財
産
で
す
が
、
管
理
が
で
き

な
く
な
っ
た
際
、
相
続
の
際
な
ど
、
状
況
の

変
化
で
将
来
の
負
の
財
産
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
安
事
が
あ
れ
ば
ご
親
族
や
役
場
と
話

し
ま
し
ょ
う
。

　
次
回
は
法
改
正
で
の
注
意
点
や
活
用
に
向

け
た
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
個
人
の
義

務
に
も
触
れ
る
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
空
き
家
の
状
況
を

　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

◆
役
場
は

何
を
し
て
い
る
の
？

◆
最
後
に

空き家の発生

危険な空き家

管理不足

【良】

【悪】

＜状態＞ ＜段階＞

悪化の
防止

活用

解体

空き家の状態と段階
「相談会」開催！
空き家・自宅の将来

詳しくは 14ページ
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そ
の
他
参
加
者
の
感
想
は
、
名
前
も

知
ら
な
か
っ
た
人
と
も
仲
よ
く
な
れ

た
、
と
か
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ガ
イ

ド
と
一
緒
に
歩
く
知
的
わ
く
わ
く
感
と

か
、
新
鮮
さ
を
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
、
ア
タ
マ
も
ほ

ど
よ
く
活
性
化
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

　
筋
力
と
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
関
す
る
実

演
付
き
講
演
会
を
、
３
月
に
企
画
し
ま

す
。
詳
し
く
は
広
報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
仲
間
と
取
り
組
む
こ
と

は
、
体
力
の
維
持
向
上
に
大
き
な
ち
か

ら
に
な
り
ま
す
し
、
笑
い
が
健
康
に
好

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら

し
く
、
な
る
べ
く
長
く
過
ご
す
た
め
の

土
台
と
な
る
心
身
の
健
康
に
、
改
め
て

注
目
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
申
込
く
だ

さ
い
！
（
健
康
福
祉
課
）

　

健
康
福
祉
課
で
は
今
年
度
、「
オ
ト

ナ
の
見
学
さ
ん
ぽ
」
を
企
画
、
大
好
評

の
う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

先
着
申
込
に
も
れ
た
方
々
は
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
容
は
、
①
介
護

予
防
に
関
す
る
専
門
職
の
ミ
ニ
講
座
、

②
起
伏
あ
る
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
③
コ
ー
ス
を
案

内
し
て
く
れ
る
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
楽
し

く
実
施
す
る
、
と
い
う
６
回
シ
リ
ー
ズ

で
し
た
。

　
効
果
を
紹
介
し
た
い
の
で
す
が
、
シ

リ
ー
ズ
実
施
前
と
最
終
回
の
体
力
測
定

で
は
、
半
数
以
上
の
方
に
歩
行
能
力
の

向
上
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
筋
力
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人

で
上
肢
下
肢
と
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
距
離
的
に
も

コ
ー
ス
的
に
も
、
決
し
て
楽
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
果
を
見
る
と
、

や
っ
ぱ
り
歩
い
た
甲
斐
は
あ
る
も
の
で

す
ね
！
自
分
ひ
と
り
で
は
歩
か
な
い
よ

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

　
年
男
の
島
𥔎
で
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
任
期
も
残
す
は
１
か
月
と
少
し
に

な
り
ま
し
た
。

　
４
年
前
、
林
業
の
仕
事
を
探
し
て
い

る
時
に
縁
あ
っ
て
川
上
村
の
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
当
時
吉
野
林
業
と
い
う
言

葉
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
直
言
い

ま
す
と
川
上
村
の
名
前
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。（
関
東
出
身
な
の
で
お
許
し

く
だ
さ
い
。）

　
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め
る
少
し

前
に
、
実
は
川
上
村
が
吉
野
林
業
の
中

心
地
だ
と
知
り
ま
し
た
。
活
動
を
始
め

て
か
ら
は
川
上
村
で
５
０
０
年
ほ
ど
歴

史
の
あ
る
林
業
に
触
れ
、
山
守
制
度
の

こ
と
や
樽
丸
、筏
、キ
ン
マ
道
、修
羅
等
、

現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
今
で
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
ま
で
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

こ
の
村
に
お
け
る
林
業
の
産
業
・
歴
史

的
魅
力
に
ハ
マ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

活
動
は
作
業
道
開
設
が
主
で
し
た

が
、
樹
齢
約
２
０
０
年
、
直
径
１
メ
ー

ト
ル
樹
高
30
メ
ー
ト
ル
近
く
の
古
木
伐

り
の
現
場
に
行
く
機
会
も
あ
り
、バ
ン
、

バ
ン
、
バ
ン
と
２
０
０
年
間
体
を
支
え

た
繊
維
が
破
裂
音
を
あ
げ
倒
れ
る
光
景

は
大
迫
力
で
し
た
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
木
口
の
色
や
年
輪

の
詰
ま
り
具
合
、
目
割
れ
の
有
無
等
、

木
の
良
し
悪
し
を
ベ
テ
ラ
ン
山
行
き
さ

ん
か
ら
の
受
け
売
り
で
、
林
業
を
知
ら

な
い
人
に
我
知
り
顔
で
語
り
、
得
意
に

な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
自
分
が
伐
っ
た

木
や
関
わ
っ
た
木
が
市
場
に
か
け
ら
れ

値
が
付
く
の
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。「
こ
の
木
、
伐
る
時
は
結
構
大

変
だ
っ
た
け
ど
安
い
ん
だ
な
」
と
思
っ

た
り
し
ま
す
。

　
過
ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
３

年
間
で
し
た
。
４
月
か
ら
は
支
援
員
と

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

島し
ま
𥔎ざ
き
靖や
す
あ
き章
（
枌
尾
）

◆
オ
ト
ナ
の
見
学
さ
ん
ぽ
の

　
　
　
　
　
　
　

驚
く
べ
き
効
果

な
あ
…
と
思
う
距

離
も
、
み
ん
な
と

一
緒
に
笑
い
な
が

ら
だ
と
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
時
間

で
す
。

◆
い
き
い
き
筋
力
維
持
＆
ア
ッ
プ
！

　

プ
ラ
ス
笑
い
で
免
疫
力
も
向
上 飛鳥坐神社に移築された

丹生川上神社上社の
旧社殿を訪ねました
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教
育
の
風
は
、
川
上
村
の
教
育
の
様

子
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
社
会
体
育
・

文
化
財
…
。
教
育
は
広
範
囲
に
渡
り
ま

す
が
、
こ
の
風
に
乗
せ
て
川
上
村
の
教

育
の
良
き
〝
に
お
い
〟
が
伝
わ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
村
の
文
化
財
物
語

「
明
神
滝
岸
壁
植
物
群
落
」
村
指
定
有

形
文
化
財
〈
天
然
記
念
物
〉
平
成
13
年

11
月
28
日
指
定

　
川
上
村
南
東
部
の
三
重
県
と
の
県
境

近
く
、
吉
野
川
の
源
流
部
に
は
、
村
が

源
流
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
管
理
し
て

い
る
天
然
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
天
然

林
に
添
う
よ
う
に
、
し
ぶ
き
を
あ
げ
る

滝
が
「
明
神
滝
」
で
す
。

　
滝
や
そ
の
岸
壁
に
つ
い
て
は
、
江
戸

時
代
の
「
大
和
名
所
絵
図
」
に
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
岸
壁
に
は
ミ
セ
バ

ヤ
な
ど
が
自
生
し
、
春
や
秋
に
は
各
種

の
植
物
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

　
入
山
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
森
と
水
の
源
流
館
（
℡

５
２・０
８
８
８
）
ま
で
。

◆
か
わ
か
み
源
流
学
園
の
教
育
を
支
え

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
か
わ
か
み
源
流
学
園
の
児
童
・
生
徒

の
87
％
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て

通
学
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
入
之
波
・

北
和
田
線
、
中
奥
・
井
光
線
、
白
屋
・

高
原
線
、
東
川
線
の
４
路
線
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
登
下
校
以
外
に
も
特
別
運

行
と
し
て
、
校
外
学
習
や
学
校
行
事
を

行
う
場
所
へ
の
送
迎
、
部
活
動
練
習
や

部
活
動
の
大
会
参
加
の
た
め
の
送
迎

等
、
か
わ
か
み
源
流
学
園
の
教
育
を
進

め
て
行
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
存
在
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
は
安
全
運

行
の
た
め
に
朝
早
く
か
ら
責
任
を
持
っ

て
運
行
前
点
検
を
行
う
等
児
童
・
生
徒

が
楽
し
く
・
う
れ
し
く
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
サ
ン
ド
ア
ー
ト
『
月
ノ
影
』
特
別
公

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
６
年
12
月
21
日
（
土
）、
川
上

ク
リ
ス
マ
ス
劇
場
と
題
し
サ
ン
ド
ア
ー

ト
＆
音
楽
ラ
イ
ブ
『
月
の
影
』
特
別
公

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
者
は
サ
ン
ド
ア
ー
ト
集
団
Ｓ
Ｉ

Ｌ
Ｔ
代
表
の
船
本
恵
太
さ
ん
と
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
石
田
ユ
キ
さ
ん
で
す
。

　
サ
ン
ド
ア
ー
ト
と
は
、
文
字
通
り
砂

で
色
々
な
物
を
作
る
芸
術
の
総
称
で

す
。
今
回
の
公
演
で
行
っ
た
内
容
は
、

音
楽
に
乗
せ
て
色
々
な
絵
を
描
く
「
サ

ン
ド
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
ピ
ア
ノ
演
奏
に
乗
せ
て
次
か
ら
次
へ

と
絵
が
変
化
し
て
い
く
様
子
は
、
観
客

を
魅
了
し
、
夢
中
に
さ
せ
る
…
ま
さ
に

変
幻
自
在
の
芸
術
で
す
。

　
砂
を
使
う
と
い
う
特
性
上
全
く
同
じ

作
品
は
な
く
、
そ
の
時
、
場
所
に
い
な

け
れ
ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
期
一

会
の
ア
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
身

近
に
あ
る
砂
と
い
う
素
材
で
作
品
を
描

き
、
作
る
の
で
、
道
具
が
い
る
油
絵
や

Ｃ
Ｇ
と
比
べ
る
と
お
手
軽
に
始
め
や
す

い
芸
術
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石田ユキさん（左）、船本恵太さん（右）

サプライズで描かれた山幸彦くん
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かわかみ源流学園今、学校で今、学校で

○
雪
遊
び

い
ま
し
た
。
古
典
に
親
し
む
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ポ
ー
タ
ー
の
内
田
様
か
ら
、
闇
バ
イ

前
期
課
程

後
期
課
程

３
㈪

特
色
出
願
～
13
日

４
㈫

駅
伝
練
習

５
㈬

御
朝
拝
式

６
㈭

駅
伝
練
習

県
内
私
学
入
試

７
㈮

８
㈯

授
業
参
観
・
保
護
者
会

10
㈪

振
替
休
日

11
㈫

建
国
記
念
の
日

13
㈭

駅
伝
練
習

14
㈮

Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ

数
学
検
定

17
㈪

見
守
り
隊
立
哨
指
導

18
㈫

駅
伝
練
習

期
末
１
週
間
前

放
課
後
学
習
会

特
色
入
試

19
㈬

村
教
振
研
修
会

20
㈭

駅
伝
練
習

放
課
後
学
習
会

23
㈰

天
皇
誕
生
日

24
㈪

振
替
休
日

25
㈫

駅
伝
練
習

特
色
発
表

期
末
テ
ス
ト

26
㈬

27
㈭

駅
伝
練
習

一
般
出
願
～
６
日

　

１
月
10
日
（
金
）、
運
動
場
に
も

雪
が
積
も
り
、
子
ど
も
た
ち
が
雪
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
小
さ
い
子
た

ち
は
大
喜
び
で
、
雪
合
戦
や
雪
ダ
ル

マ
な
ど
、思
い
思
い
の
遊
び
が
で
き
、

○
校
内
カ
ル
タ
会

○
遊
び
の
日

　

１
月
16
日

（
木
）、
お
昼
の

時
間
に
園
児
・

児
童
・
生
徒
が

み
ん
な
で
「
進

化
じ
ゃ
ん
け

ん
」
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。

じ
ゃ
ん
け
ん
に

勝
て
ば
、
ヒ
ヨ

コ
か
ら
ウ
サ
ギ

そ
し
て
キ
リ
ン

ト
や
大
麻
、
ネ
ッ
ト
被
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
危
険
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
生
活
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

○
少
林
寺
拳
法
講
習
会

○
２
月
の
行
事
予
定

に
な
り
、
負
け
れ
ば
戻
っ
て
い
き
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

○
防
犯
教
室

　
１
月
23
日
（
木
）、
５・６
時
間
目

に
、
７
～
９
年
の
体
育
で
、
少
林
寺

拳
法
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
ご
指

導
は
日
本
を
代
表
す
る
指
導
者
の
井

　
１
月
20
日

（
月
）、
５
～

９
年
生
を
対

象
に
、
防
犯

教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

吉
野
警
察
署

ス
ク
ー
ル
サ

戸
家
正
旺
先
生
と
浅
芝
晴
美
先
生
で

す
。
襲
わ
れ
た
と
き
の
対
処
法
や
人

間
の
急
所
、「
気
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
す
る
呼
吸
法
、
自
分
を
大
切

に
す
る
と
と
も
に
周
り
の
人
々
も
幸

せ
に
し
、
お
互
い
助
け
合
え
る
人
を

め
ざ
す
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

と
て
も
満
足

し
た
よ
う
で

す
。
雪
の
降

る
日
が
少
な

い
の
で
、
雪

に
親
し
む
良

い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
１
月
14
日

（
火
）、
７
～

９
年
の
生
徒

が
、
恒
例
の

百
人
一
首
か

る
た
の
大
会

を
行
い
ま
し

た
。
試
合
は

３
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、
13
分
間
ず

つ
５
回
戦
ま
で
行
い
ま
し
た
。
毎
年

や
っ
て
い
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
よ

く
歌
を
覚
え
て
お
り
、
上
の
句
を
聞

い
て
素
早
く
下
の
句
の
札
を
取
っ
て
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３　

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

２　

月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

蔵書点検のため休館中です

ホームページＵＲＬ：https://www.vill.kawakami.nara.jp/life/library/
【問い合わせ先】村立図書館　℡５８－７００６

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

ホームページにつながります→

　図書館は蔵書点検のため 2月６日（木）～２月 28日（金）
の期間中、休館しています。休館中の本の返却は正面玄関前
の返却ボックスをご利用ください。
　ご不便をおかけしておりますが、皆さまにはご理解とご協
力をいただきありがとうございます。
　なお、3月 1日（土）より通常通り開館いたしますので、
ぜひご利用ください。

【お知らせ】図書館 DE トークを開催します！
　地域おこし協力隊の和

わ
島
じま
壮
そう
汰
た
さんによるトークイベントを行います。併せて総合センター 3

階のギャラリーにて写真展を行います。

蔵書点検とは…
　図書館の本がなくなっていないか、本来あるべき場所にきちんと収められて
いるかなど、館内全ての本を点検する作業です。その他にも利用しやすい棚を
維持するために、場所の移動や整理整頓など、日常では行き届かない作業を集
中して行っています。

和島さんからのコメント
　写真展『追懐（ついかい）』に関連して、ギャラリートークを開催します！当日は写真展
のテーマや作品に込めた想い、撮影時のエピソードなどについてお話しいたします。また、
川上村やその他の土地で撮影した写真を通して感じた『追懐』の魅力を、皆さまと共有でき
ればと思います。ぜひご参加ください！

◆トークイベント
と　き　3月 22日（土）	 	 	 じかん　午後１時 30分～３時
ところ　総合センター 2階　研修室		 参加費　無料　　
定　員　30名
申　込　右の二次元コードよりお申込みください→

◆写真の展示　
と　き　３月 16日（日）～４月 16日（水）　
※詳しくは今月号の折り込みチラシをご覧ください。
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森と水の源流館だより
TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

February, 2025　vol.267

◆森と水の源流館令和 6 年度調査報告会を実施しました
　2月 1日（土）やまぶきホール研修室にて実施した調査報告会について、まずは概要をお伝えします。

紀の川源流部に生息する大卵型カジカ
　東北から近畿地域にかけての山間部に生息している大卵型のカジカは、生涯を淡水域で過ごす日本固
有の魚類です。川上村は生息域が禁漁区として守られ、過去の記録も残されているので、カジカの保全
や進化を考えるうえで大変重要な地域になります。三之公川における個体追跡の結果、当歳魚の確認や
大型個体の再捕獲から年間のライフサイクルの一端が見えてきました。今後も調査を継続し、保全につ
ないでいきたいです。

ニホンジカを利用した樹林更新
　健康そうに見える水源地の森ですが、実は様々な問題を抱えています。顕著化している問題とし
て、下層植生の衰退に加え、ナラ枯れが発生したことによって樹林更新が困難な状況となっています。
2003 年から継続している下層植生調査の結果やナラ枯れ発生の要因について報告し、設置及び修復が
容易な立体構造型小規模防鹿柵の必要性と、皆様の協力が必要であることを伝えました。

井光地区の秋祭りと森との関わり
　川上村の森林・林業について京都大学農学部森林科学科の地域林業聞取調査実習で、井光地区の秋祭
りについて調査したところ、衣食住、仕事、信仰などに森との関わりがみられました。調査にあたって
は、吉野林業の制度、川上村の方言など予備知識が必要とされます。調査方法等は試行錯誤の部分もあ
りますが、今回のような千本搗き体験や伝統文化にふれながらの聞き取りは、住民の方々が記憶を補完
し合うことによって地域の活性化にもつながると感じる機会になりました。

地域住民の視点でみる川上村の自然
　川上村自然観察研究会では村民が中心になって流域で活動しています。今年度は３回の例会を村内で
開催しました。生きものの名前を覚えるだけでなく、植物ではズイナなどソハヤキ要素と呼ばれる面白
い分布をするもの、ヤマブキやコクサギなど村内に多い石灰岩地を好むものなど、普段見ている風景に
とけ込んでいる色々な生きものが川上村ならではのものであることを学んだことを発表しました。川上
村の自然の価値を知ってもらい、仲間づくりを呼び掛ける良い機会になりました。

森と水の源流館周辺の自然
　森と水の源流館からホテル杉の湯までの短い遊歩道は春には桜が楽しめ、普段は「豊かな海づくり大
会～やまと～」の会場跡やシルバードラゴン、おおたき龍神湖を望めるビュースポットですが、あまり
知られていません。蓄積してきた自然観察記録では、種子植物だけで 175 種を確認し、中にはタブノ
キやホウライカズラなど水没した旧上社境内にあった珍しい植物の子孫なども見られる場所になってい
ます。今回は、みなさんに活用してもらえるように観察マップを作ったことを報告しました。

「さぜ／さであみ」…２本の竹を交差させて袋状
に網を張り、魚をすくいとる漁具。

昔の道具　其の弐拾参
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　　　　「ひとめぐりかわかみ」
　１月 11日（土）・12日（日）、インバウンド向けモニターツアー
を実施しました。「水源地の森ツアー」と、東川で実施される「弓
祝式」、西河での「古民家体験」や「柿の葉寿司作り」などが外
国籍の方に魅力として感じてもらえるのかをモニタリングしてい
ただきました。村が保全を決め、購入した「水源地の森」の環境

【問い合わせ先】
かわかみ源流ツーリズム　℡５２－０３３３
営業時間　９時～ 17時（水曜定休） ウェブサイト→

　１月 19日（日）には、奈良の平城宮跡にある「いざない館」にて「奈良の川上村のトビラ」を
実施しました。一日まるごと川上ＤＡＹとし、６店舗が参加した特産品も大盛況でした。午前中
「後南朝の歴史と『御朝拝式』」と題した講演会を開催。川上村朝拝式保存会理事の林茂久氏に出席
をいただき、御朝拝式の歴史や携わる人々の思いを伝えることができました。「地元の方の強い思

◆１月の体験プログラム
１月 13日「冬の茶摘み体験！寒茶を作ろう」
１月 25日・26日「冬の絶景！凍る滝を見に行こう～御船の滝・氷瀑」

　新茶の季節での茶摘みは定番となってきましたが、今回は初めての取り組みで、苦みが少ないと
される寒い時期の茶葉を摘んでお茶にしました。工程は同じでも出来上がりの違いをそれぞれが感
じていました。「今度は新茶の季節に参加する」と参加者は次の出会いを楽しみにしていました。

とコラボしては」という意見もいただきました。集落の人たちで守り伝
える「弓祝式」に対する興味も高く、この日の参加者は大学の講師経験
者で「留学生などは地元の人との交流が多いほど喜ぶ」という実体験も
教えていただきました。これらの情報をまとめ上げ、今後のインバウン
ドを含め、日本人旅行者にも質の高い商品に磨き上げて、川上村への旅
行者、体験プログラム集客へと繋げていきます。

や現状の課題について学んでいただき「ここはもっと見てもらったほうがいい」「海外のマガジン

いに感動しました」「継続することがい
かに大変か感じられました」「是非伺い
たい」と歴史ファンの熱い思いを受け取
りました。午後からは「おすすめの村の
楽しみ方」と題し、楽しく和やかに村の
PRをしてきました。
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

吉野川・紀の川流域協議会

と　き　３月22日（土）	 じかん　午前10時集合（午後４時頃解散予定）
ところ　吉野川流域－水源地の森（森と水の源流館　集合・解散）
参加費　無料	 対　象　小学生以上
定　員　50人（申込多数の場合は抽選）
内　容　水源地の森トレッキング　※小雨決行
申　込　２月20日（木）までに、応募フォームより申込→
その他　当選者に限り、事務局（和歌山市企画政策課）から参加決定通知及び詳細を郵送

○吉野川・紀の川流域協議会 20 周年記念事業
　「吉野川流域－水源地の森」を訪れ、水環境を考える源流体験会

【問い合わせ先】水源地課　℡５２－０１１１

と　き　３月25日（火）	 じかん　午前９時出発～午後５時頃帰村予定
ところ　川上村役場集合	 参加費　2,000円（昼食付）
定　員　40名（申込多数の場合は抽選）
内　容　　和歌山市へのバスツアー。民間のアイデアやノウハウを活かし運営されている「四
　　　　季の郷公園」の見学、和歌山市民から選任されている生活排水対策指導員の皆さんと
　　　　「きれいな水を流す」工夫についての情報交換会など。
申　込　２月28日（金）17時までに森と水の源流館までご連絡ください。
その他　当選者に限り、お電話の上参加票ハガキを郵送

○第 11 回吉野川紀の川流域学習会
　バスで和歌山市へ「四季の郷公園」をたずねて
　和歌山市生活排水対策指導員さんとの交流

森と水の源流館

と　き　３月20日（木・祝）	 じかん　午前９時30分～午後４時30分
対　象　村内在住在勤の小学生以上	 参加費　一般2,700円・小中高生1,750円
場　所　吉野川源流―水源地の森（森と水の源流館集合・解散）
内　容　　三之公地区にある村有林「吉野川源流―水源地の森」は500年以上も前から残さ
　　　　れてきました。森は恵みの雨をたくわえ、川をつくり、あらゆる生命を育み支えてく
　　　　れています。先人たちが遺してきた自然と意思をしっかりと受け継ぎ、未来に手渡し
　　　　たいという川上村の想いが詰まった森を訪ねるガイドツアーです。
※参加費の一部は森守募金に寄付されます
※バス代は主催者が負担しています
※水源地の森は一般の方の入山をお断りしています

○水源地の森ツアー

【問い合わせ先】℡５２－０８８８
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地域おこし協力隊活動報告会のお知らせ地域おこし協力隊活動報告会のお知らせ
　川上村では、平成25年から地域おこし協力隊を採用しています。現在は６名の隊員が在籍しており、
そのうち２名が今年度で３年の任期を終えます。これまでお世話になった方々への感謝も含め、活動
の成果の報告と任期継続となる隊員への理解を深めてもらうことを目的に活動報告会を開催します。

と　き　２月 15日（土）	 じかん　午後１時 30分～４時
ところ　やまぶきホール	 定　員　300 名　※参加費無料

【問い合わせ先】くらし定住課　℡５２－０１１１

空き家・自宅の将来に関する相談会のお知らせ空き家・自宅の将来に関する相談会のお知らせ
　相続や処分など、お持ちの空き家・自宅の将来について、一緒に考えてみませんか？
　空き家の専門家、役場担当者が個別に相談をお受けして、空き家の利活用や相続手続きなどに関す
るアドバイスを行います。

と　き　２月 22日（土）
ところ　川上村役場第１会議室
定　員　先着６名　※事前申込の方が優先
申　込　２月 21日（金）までにくらし定住課にご連絡ください。
主　催　川上村

【問い合わせ先】くらし定住課　℡５２－０１１１

じかん　午後１時～５時
対　象　村内に空き家を所有する方やその関係者
参加費　無料

協　力　特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ

法律相談のお知らせ法律相談のお知らせ
　社会福祉協議会では、奈良弁護士会から弁護士を派遣いただき、無料法律相談を実施いたします。
　お気軽にご利用ください。
※要予約・募集人数５名程度

と　　き　３月７日（金）	 	 	 じ か ん　午後１時～３時 30分
と こ ろ　総合センター１階会議室		 申込期限　２月 27日（木）まで（期限厳守）

【問い合わせ先】社会福祉協議会　℡５２－０２９４

子ども・子育て支援事業計画　パブリックコメントを実施します子ども・子育て支援事業計画　パブリックコメントを実施します
　令和 7年度より施行される「第 3期川上村子ども・子育て支援事業計画」策定にあたり、村民の
皆さんの声を聞かせていただきたいと考えています。
　つきましては、回答にご協力お願いし、皆さんの自由なご意見をお待ちしています。

目　　的　「第 3期川上村子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり村民の意見を取り入れ、よ
　　　　　り分かりやすい計画とするため自由に意見を募ります。
実施時期　2月上旬～下旬
公開場所　川上村役場HP、川上村役場ロビー、こどもセンターあま☆ごん
回答方法　ホームページには回答フォーム、役場等には回答用紙と回収ボックス

【問い合わせ先】健康福祉課　℡５２－０１１１
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所得税の確定申告・村県民税の申告はお早めに！所得税の確定申告・村県民税の申告はお早めに！

期間：令和７年２月 17 日（月）～３月 17 日（月）
　令和６年分の所得税の確定申告、令和７年度分の村県民税の申告の受付が始まります。所得税の確
定申告をする方は、村県民税の申告は不要です。
　また、公的年金等の収入金額が 400 万円以下であり、かつ、その年分の公的年金等にかかる雑所
得以外の所得金額が 20万円以下である場合には確定申告の必要はありません。
　ただし、医療費控除などの所得税の還付を受ける方は、確定申告の必要があります。

【ご注意ください！】
　「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない各種控除（生命保険料控除や医療費控除など）を
受ける場合においては、村県民税（役場）の申告が必要です。

《吉野税務署で確定申告を希望される方へ》
・確定申告会場の開設期間は２月 17日（月）～３月 17日（月）まで。　※土日・祝日は除く
・相談受付窓口は 16時まで。混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。
・会場への入場は「入場整理券」が必要です。LINEでの事前発行が便利です。
・確定申告会場では原則スマートフォンを利用した申告書の作成をしていただきますので、ご自
　身の『スマートフォン』と『マイナンバーカード』に加え、『マイナンバーカード取得時に設
　定した暗証番号（４桁・６桁以上）』をご持参ください。
・パソコンによる申告希望の方は、長時間お待ちいただく場合があります。
・ご自宅で作成された紙の申告書等の提出について、令和７年１月から申告書等の控えに収受日
付印の押捺は行いませんので、ご注意ください。

【ご注意ください！】
　「土地や建物等の譲渡所得」、「金地金などの総合譲渡」、「山林所得」、「贈与税」の相談は、
専門担当者が従事している「曜日限定」での対応となります。

【問い合わせ先】
≪所得税に関すること≫　吉野税務署　℡０７４６－３２－３３８５
≪村県民税に関すること≫　総務税務課　℡５２－０１１１

相談日：上の開設期間中の月・火・金曜日　※３月４日（火）は除く

【整形外科診察日】
と　　き　３月12日（水）	 　受付時間　午前８時30分～11時30分

【巡回診療日】
と　　き　２月25日（火）	 　受付時間　午後２時～３時30分
と こ ろ　ふれあいセンター（北和田）
※受診される方は保険証または資格確認書をご持参ください。

【問い合わせ先】川上診療所　℡ ５２－０３４４

診療所からのお知らせ診療所からのお知らせ
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吉野消防署からのお知らせ吉野消防署からのお知らせ
　奈良県広域消防組合管内では、昨年（令和６年）に 266 件の火災が発生し
ています。寒い季節となり火災件数は上昇傾向です。これ以上悲惨な火災を起
こさないよう、自宅の防火対策は万全か、今一度見直しましょう。

◆住宅火災警報器

【問い合わせ先】

防ごう！

住宅火災

　住宅火災における死者の大半は煙による一酸化炭素中毒を原因とした逃げ遅れによるも
のです。こうした逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報機の設置が義務付けられています。
→設置する必要がある場所…寝室、階段上、台所（任意）

◆感震ブレーカー
　大地震発生時、火災の約６割が停電復旧後の通電による転倒・破損した器具や配線からの出火等が
原因です。そういった電気火災対策には、自動で電気を遮断する感震ブレーカーが非常に有効的です。
電気火災から命を守るために、感震ブレーカーの設置を検討してはいかがですか？

◆住宅用消火器
　消火器といえばお店などに設置されているイメージですが、住宅用の小型消火器
もホームセンターなどで簡単に購入することができます。消火器は初期消火する上
で非常に有効なものです。

万が一初期消火ができず、炎が大きくなってしまった場合は

迷わず避難し、119 番通報しましょう！

奈良県広域消防組合　吉野消防署
℡０７４６－３２－０１１１

吉野広域行政組合「さくら苑」指定管理者公募のお知らせ吉野広域行政組合「さくら苑」指定管理者公募のお知らせ
　吉野三町村老人福祉施設「さくら苑」では、指定管理者制度を導入しています。令和８年４月１日
より、新しい指定管理者のもと運営することとなり、この度指定管理者を公募することとなりました。
　詳細については、吉野広域行政組合ホームページ（http://www.yoshino-kouiki.jp）をご確認く
ださい。

【問い合わせ先】

児童手当制度改正に伴う申請についてのお知らせ児童手当制度改正に伴う申請についてのお知らせ
　令和 6年 10月の児童手当制度改正に伴い、支給金額・支給対象児童が広がりました。
　制度改正について詳しくは 2024 年広報 9月号をご覧ください。
　以下に該当する方は役場健康福祉課まで申請ください。

【問い合わせ先】健康福祉課　℡５２－０１１１

①高校生の児童のみを養育されている方。
②児童手当受給者に 9月上旬に送付した「児童手当対象児童確認書」に記載の児童に誤りがある方。
※申請頂けない場合手当を支給することができません。必ず申請してください。
※単身赴任等で子の住所が村にない場合は村で把握しきれていない場合があります。ご注意ください。

〒 639-3112　吉野町大字立野 767 番地の２
吉野広域行政組合事務局　℡０７４６－３９－９２４５
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かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信
℡５４－０５２１北和田ふれあいセンターをご利用ください！

　どなたでもご利用していただけます。気軽にお立ち寄りください。
☆らいふミニミニコンビニ…カップ麺やお菓子、冷凍食品、アイスなどを販売！
☆コミュニティカフェ…コーヒー、ケーキ、菓子パン他
☆コピー機…白黒５円／１枚、カラー 20円／１枚
☆卓球台…無料でご利用いただけます。もちろんラケット・球も貸出！
☆ふれあい図書館…定期的に村立図書館から入れ替えに来てくれています
☆ごみ袋の販売…吉野広域行政組合指定ごみ袋各種
☆灯油の販売もしています（かわかみＳＳと同じ価格です）

　その他、ホールや調理室のご利用についてもご相談ください。
開館日　月曜日～金曜日（祝日も開館しています）　午前９時～午後５時
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◎退職　佐藤　充（水源地課副課長）
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（川上村人権・同和問題啓発活動推進本部）
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な
げ

た
い
。

ヒ
イ
ラ
ギ

若者の新たな門出を祝福！
はたちを祝う会……２P

ひ
ひ
ら

260,073 円寄付金額
　１月10日（金）、川上村身体障害者福祉協会（玉井久勝会長）の解
散に伴い、寄附金を賜りました。
　このお金は、身体障害者の福祉向上のため、有効に活用させていた
だきます。ありがとうございました。

川上村身体障害者福祉協会より寄附金を賜りました川上村身体障害者福祉協会より寄附金を賜りました

はつらつ応援券のご利用は2月28日まで！はつらつ応援券のご利用は2月28日まで！
　有効期限を過ぎますと無効となり、使用できません。
　ご注意ください。

【問い合わせ先】健康福祉課　℡５２－０１１１
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